























































































































































































ら、10 年後に突如として、増水時の水位の値が 10 に跳ね上がるのが観測されたとします。平
均値は、より短いスパンで推論されていた値の二倍へといきなり評価し直されなくてはなりま
せん。かくして値は 2 となります。平均値が変化し、2 へと跳ね上がったからではありません。

















































































































































































































































































































◆2 「啓蒙カタストロフィー主義」の原語は catastrophisme éclairé であり、デュピュイの既訳文献では
「覚醒した破局論」「賢明な破局主義」などと訳出されている。catastrophisme とは「極端な悲観主義、破
局主義」の意であり、通常否定的なニュアンスとともに使用される語だが、デュピュイはそれに、「見識









―啓蒙カタストロフィー主義へのイントロダクション」、拙訳、『日仏文化』第 81 号、2012 年、10 ペー
ジ）を勘案し、あえて歴史性を帯びうる「啓蒙」という訳語を採用する。 
◆3 不動点（point fixe）は数学用語。集合 X の任意の要素（x）が、集合 Y のひとつの要素（y）に、法
則 f によって対応するとき、y は x の f による像であるといい、f (x) = y と表される（f は X から Y への写
像と呼ばれる）。不動点とは、写像 f に関し、f (x) = x が成立する点 x のことである。すなわち、X と Y と
いう、一定の法則を介して対応関係にあるふたつの異なる集合が、同一の要素において重なり合う、その
一点が両者の関係の不動点なのである。デュピュイはこの概念を、過去の未来に関する予測と過去による
未来の因果的生産、運命論と主意主義、という、過去と未来の正反対の系列が一致し、円環を構成する、
そうしたつながりの基点としての要素を表すのに応用している。 
◆4 ε（イプシロン）は数学記号で、非常に小さい数を表す。 
 
